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研究 ート 

 

 
Cherchez la femme! 

   彼女は誰なのか

 
 

日語  

 

代ギリシャ語で もよ われる 本 詞の一つに κάνω がある。（1）の

ように、 な 語を って「 る」の で、あるいは（2）のように

「する」の で いられる。 
 
(1) ν  έπιπλα  πίνακα  ρούχα  ούζο  καφεδάκι  σπίτι. 
「 ー ー ー を る」 

(2) ν  εργασία  μαθήματα  έγκλημα / γάμο / περίπατο  ανακοίνωση  επίσκε η 

  προσπάθεια  πρόταση  δάσκαλο / ποδήλατο. 
「 犯罪 車を

する」（ の κάνω ποδήλατο「 車をする（ る）」は に 語 だが

小 で われているのを か た。一語で ποδηλατώ） 
 
また（3）のように、名詞の代わりに 詞を む名詞節を ることもできる

し、（4）のように να 節が すると、「 しようとする（が しない・

の事 が る）」の になる。 
 
(3) α κ ν  ό,τι μου πεις.「 われたとおりに るよ」 

(4) κανε να σταθεί.「彼は ち が うとした」 
 
さらに、πως 節 名詞を って「 の りをする」を することもある。 

 
(5) κανε πως δεν μας είδε / τρελό / άρρωστο. 
「彼は私たちを なかった 人の 人の りをした」 
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文にもこの 詞を い、人称代名詞 形（アクセントを た 直 の

詞と して発音される）と να 節とを わせる。 
 
(6) Πώς να την κ ν  ν  αλλάξει γν μη;「 うすれ 彼女の を させられる

か 」 

(7) Πώς θα την κ ν  να γυρίσει πίσω;「 うすれ 彼女に ってきてもら るか 」 
 

κάνω が 本 な 詞であるのに 、（6, 7）のような την κάνω να「彼

女に させる してもらう」も に いられる 文である。そのためだ

うか、小 を読んでいて った文に ったものの、うま 解 でき に

惑ったことがある。 、 のような一節である。 
 
(8) Μου έκανε πάλι νεύμα να την κ ν Μπέκας, σ. 157 

「（警 は）彼女をしても・ ってもいい 、ともう一度私に せした」  
 
警 で警 と 語の語り手 私 が会 するシーンである。 屋にはこの

人の人 （い れも ）しかいない。いつの に女 が 屋に り んだ

のだ うか。そもそも の女 のことを しているのか。あるいは直前の

名詞を ているのだ うか（ の（2）に られる り、 名詞には女

名詞が い）。しかし、直前の文 を探して るのだが、人 にせよ

にせよ、うま てはまる語が たらない。 

の を よう。ある女 の を う な女 人 フ リが ン

ピラを すシーンである。 
 
(9)  εφέλη επανέλαβε την ερώτησή της.  Αυτή τη φορά δεν πρόλαβε να την 
ολοκληρώσει. 
« ην έκανε  την έκανε ... » 

Πού είναι    εφέλη πίεσε τη λάμα. Τα μάτια του είχαν δακρύσει. 
« ην έκανε, σου είπα. Πού να ξέρω  Σίμος, σ.  

フ リは を り返した。 度は まで い わら うちに（ ンピラ

は た） 

「彼女をした、彼女をした」 

「 こにいるの 」 フ リはナ フの を し た。 の眼には が か

んでいる。 

「彼女をしたって っただ 。 ら よ」 
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（9）の も、その にいるのは女 フ リと ンピラ だ であるが、

者の う την「彼女」が誰を すのかよ からない。 フ リが探してい

る 女 なのだ うか。「彼女をした」とは ういうことか それに έκανε
「した・ った」の 語は 誰なのか（ 人称 だから、「私・あんた」

で している 人ではあり ない）。 、 の が ら なまま

である。 

そこで のように、την κάνω はもしかして ではないのかという

がわき、辞書に頼ることになる。 

し 信頼できる辞書として しているのは、 の①と②で

ある。それ れ、2064 と 1532 で、一 ものとしては である。 
 
① ニ ティス『 代ギリシャ語辞 』 Γ. Μπαμπινιώτης, 1 , Λεξικό της νέας
ελληνικής γλ σσας) 

②テサロニ 学 代ギリシャ研究 『 ギリシャ語辞 』  νστιτούτο 
εοελληνικών Σπουδών του Αριστοτελείου Πανεπιστημίου εσσαλονίκης, 1 , Λεξικό

της κοινής νεοελληνικής) ちな に、②は ンラ ンで されている。 

https://www.greek-language.gr/greekLang/modern_greek/tools/lexica/triantafyllides/index.html 
 

しかし、この つには την κάνω の が には られなかった。 

その れたこの に て、③が された。1819 で よりペー

は ないながら、 の で 語 は を らない。 
 
③アテ 学 『 代ギリシャ語 辞 』(Ακαδημία Αθην ν, 2014, ρηστικό 

λεξικό της νεοελληνικής γλ σσας) 
 

この辞書の κάνω の で、 の記 を つ ることができた。まさに求め

ていた である。 
 

"την κ ν  (νεαν. αργκό) φεύγω, αποχωρώ συνηθ. βιαστικά" 

「την κ ν （ しい 語） る、 発する（ つうは いで）」 
 

そうすると την κάνω は 語であり、かつ しい のようである。た

しかに、（8, 9）は 2020 年、2019 年の だった（「 」 ）。 
 

さらに、 の ンター トのペー には、 の ンラ ン辞書が

まとめられており、 しい も 手 で、 に する。 
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 https://www.lexilogos.com/english/greek_modern_dictionary.htm 
 

そのうちの一つ Word Reference には την κάνωに して、 語 bail, be off, beat it, 

blow, boogie な の語が てられている。い れも「 る、 ち る、サ

る、 らかる」な を する 語である。 

そうである 、警 も読者も して謎の女 （あるいは 名詞）を探

す はな 、 として のように せ いい。 
 

(8a)「（警 は） ってもいい 、ともう一度私に せした」  
 

(9a)「あいつ（ フ リが探す女）、 っちまった、 っちまった」 

「 ったって っただ 。 ら よ」 
 

このように、την と して し、 の を つ 詞は にもあ

る。 者が わして を ませた を記してお 。 
 

(10) Πρέπει να προλάβουμε να συλλάβουμε τη Σταθοπούλου πριν την κοπανήσει.  
「（ は）スタ プルが彼女を 前に しな れ なるまい」 

Μεταξά, σ. 143  

(11) δεν γεννήθηκε ακόμη η γυναίκα που θα τη φέρει στον Μίλτο   
「この ミルトスに彼女を れて るような女はいない 」 

Ράγκος, σ. 198&205 

(12) είχε βαρεθεί να της την πέφτουν στον δρόμο 

「（アルテミは） で たちが彼女に彼女を つ るのにうん りしていた」 

 Μπέκας, σ. 391 
 

（10, 11）を 解し すいのは、直前に女 名詞 τη Σταθοπούλου「スタ プル

（女 名）」、η γυναίκα「女」が かれているからである。τηνがそれ れこの

名詞を すと てしまうと、それなら 詞 κοπανήσει「 」、φέρει「 れ

て る」の 語はいったい誰なのか、となって が からな なる。την 

κοπανάω が「 る」、τη φέρνω が「 にする、 にする」の だと

かれ 、「（ は）スタ プルが だす前に しな れ なるまい」

「この ミルトスを にできるような女はいない 」という にすっきり解

できる。なお（10）には την κάνω κοπάνα の い もあるらしい。 

（12）では 詞 είχε βαρεθεί「うん りする」の 語は女 のアルテミである。

とこ が、その に της  τηνと と、「彼女に彼女を」とは女 がいったい
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人いるの ら してしまう。しかし την πέφτουν が「つきまとう」の である

と きとめられれ 、της はアルテミ、 語は 人称 なので の人

（この なら「 をう つ ゴロたち」）となり、「（アルテミは） で

たちに きまとわれるのにうん りしていた」のように が る。  

これ の την 詞の 表 を にまとめてお 。(του) のような

つき 代名詞は、 人 の ・ によって της, τους と する。 、

του την δίνω「彼を たせる」に し、της την δίνω「彼女を たせる」、μας 

την δίνει「わたしたちを たせる」な 。 
 

1 την άρπαξα を いた（女 名詞 γρίπη「 」を したのだ うか ） 

2 την γλυτώνω れる、 かる（ 表 として Φτηνά την γλύτωσα 「かすり

で かった 」 

3 τη σκαπουλάρω れる、 かる 

4 την κοπανάω   こっそり す 

σε περίπτωση που θα του περνούσε απ  το μυαλό να την κοπανήσει 
「 手が そうという になった に て」Σίμος, σ. 116 

5 του) την δίνω （彼を） たせる   

6 του) την σπάω （彼を） たせる   

ήθελε να μας τη σπάσει.「おれたちを たせたがってる」Μπέκας, σ.1  

7 μου) τη βάρεσε に る、（わたしを） たせる 

8 την γάμησα! し った  

9 την έβα α! し った  

10 την έπαθα!  された られた  

11 την πάτησα! された られた   

（ の表 から ているのだ うか  πατάω την πεπονόφλουδα「メロンの

を む 人に われて する」 ） 

12 του) την σκάω （彼を） す   

（この 詞 σκάω「 する」はおもし いことに、 する代名詞によっ

て を る。 το σκάω「 る」、τα σκάω「 う」）  

13 του) την φέρνω （彼を） す、 にする 

Μας τη φέρανε!「 たちを し がった 」Κακούρη, σ.  

 Μου τη φέρατε.「あんたたち、あたしを にした 」Σπυροπούλου, σ. 235 

Κάποιος μου την είχε φέρει άσχημα. 

 「おれは誰かにとことん カにされてたんだ」Μπούρος, σ. 253 
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14 (του) την πέφτω （彼に）とびかかる。つきまとう 

Δεν έχω ιδέα ποιοι μπορεί να του την έπεσαν「誰が奴につきまとったのか、思

いつかない」Σίμος, σ. 117 

15 την πληρώνω 罪をあがなう、借りを返す  

Ελπίζω να μην έμπλεξες πουθενά και την πληρώνει το παιδί. Μπέκας, σ. 155 

「お前さんが事件に咬んでて、息子が償うことになる、なんてことのない

ように頼むぜ」 

16 (του) την στήνω（彼を）待ち伏せする  

μήπως κάποιος πρόλαβε να το σφυρίξει στους δημοσιογράφους και μας την έχουν 

στημένη. Μάρκαρης, σ. 425 

「誰かが先回りして記者たちに吹聴し、私たちは待ち伏せされているので

はないかと」（(του) στήνω καρτέρι / ενέδρα の形もあり）   
 

たった一音節ながらあの手この手で読者を惑わす人称代名詞 την「彼女」。

しかし謎のファム・ファタールを探すよりも、信頼できる辞書に捜索を依頼す

るほうが解決は早そうだ。 
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